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研究成果の概要：　本研究では，下水処理場終末処理場の維持管理に必要な実践的知識を習得できる教育教材を
開発した．具体的には，水処理フロー全体を平面的に可視化できる映像教材と，処理場の管理を疑似体験できる
シミュレーション教材である．
　教材開発ため，映像教材ではドローンを使用した空撮と，映像の編集を行った．シミュレーション教材ではモ
デル構築のためのデータ採取と，活性汚泥を使用した室内実験を複数回を行った．これらを組合わせて学習する
ことにより，使用者の実践的な知識の取得が期待される．

研究分野：下水処理

キーワード： UAV　シミュレーション　下水処理場
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では，下水処理場終末処理場の維持管理に必要な実践的知識を習得できる教育教材として，水処理フロ
ー全体を平面的に可視化できる映像教材と，処理場の管理を疑似体験できるシミュレーション教材を開発した．
高度技術者の育成を担う高専教育において，座学で得られた知識を現場で使える実践的な知識に昇華させるシス
テムは必要不可欠である．中でも処理場のメカニズムは，規模の大きさとプロセスの複雑さから，簡明な教材の
必要性が非常に高い．
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１．研究の目的 
本研究の目的は，下水処理場終末処理場(処理場)の維持管理に必要な実践的知識を習得でき
る教育教材を開発することである．高度技術者の育成を担う高専教育において，座学で得られ
た知識を現場で使える実践的な知識に昇華させるシステムは必要不可欠である．中でも処理場
のメカニズムは，規模の大きさとプロセスの複雑さから，簡明な教材の必要性が非常に高い．
これらの背景に鑑み，処理フロー全体を平面的に可視化できる映像教材，処理場の管理を疑似
体験できるシミュレーション教材を作製した． 
 
２．研究の成果 
（１）図１に映像教材の一コマを示す．映像教材は，ドローンを使用して上空から動画を撮影
し，データを編集して約 30分の映像教材とした．処理場の概況と簡易的な説明も同時表示し，
重要なポイントは再生速度を遅くした．秋田工業高等専門学校（秋田高専）の学生に映像教材
を使用してもらった後に，実際に下水処理場で調査を行った際は，注意事項や処理場の説明を
短縮することができ，効率的な調査を行うことができた． 
 
（２）図２は，秋田工業高等専門学の学生がシミュレーション教材を使用して，反応槽におけ
る NH4+-N濃度の立上げからの経時変化を再現したグラフである．設定は通常運転時の無終端
水路であり，複数の地点での濃度の均一化が再現できた．図２の濃度は概ね実処理場と同様で
あり，学習教材としての有用性が確認された．ただし，今回使用したソフトではデータをエク
スポートする際に複数の処理を行わなければいけないため，今後は他のソフト使用により教材
の開発を試みる． 
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図１ 映像教材の一コマ 

図２ シミュレーション教材によるNH4+-N濃度の経時変化の再現 
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